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早
々
に
明
け
た
梅
雨
に
よ
り
心
配
さ
れ

た
水
不
足
は
戻
り
梅
雨
に
よ
っ
て
一
旦
は

解
消
さ
れ
ま
し
た
が
、
連
日
30
℃
を
超
え

る
真
夏
日
が
７
月
だ
け
で
も
20
日
以
上
を

数
え
て
い
ま
す
。
と
な
る
と
や
は
り
熱
中

症
で
運
ば
れ
て
く
る
方
が
増
加
し
て
き
ま

す
。
熱
中
症
な
の
か
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
な
の
か
見
た
目
だ
け
で
は
判
断

で
き
な
い
た
め
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
結
果
が
出

る
ま
で
は
完
全
防
護
で
対
処
す
る
こ
と
と

な
り
対
応
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
は
大
き

い
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
爆
発

的
な
増
加
の
波
は
普
段
は
平
穏
な
田
舎
の

こ
の
地
で
あ
っ
て
も
大
き
く
押
し
寄
せ
て

く
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
発
熱
外
来
で

は
受
診
希
望
者
が
集
中
し
駐
車
場
内
で
の

渋
滞
を
招
く
よ
う
に
な
り
予
約
制
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
不
幸
中

の
幸
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感
染
者
数
の

増
加
に
反
し
て
重
症
者
数
や
死
者
数
は
増

え
て
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状

は
指
定
感
染
症
２
類
に
指
定
さ
れ
て
お
り

結
核
と
同
等
の
扱
い
で
あ
る
た
め
様
々
な

制
約
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は

感
染
者
を
診
断
し
た
医
師
は
直
ち
に
報
告

す
る
義
務
が
あ
り
保
健
所
に
よ
る
感
染
者

の
行
動
把
握
と
接
触
者
の
追
跡
調
査（
検

査
）が
行
わ
れ
ま
す
。
感
染
症
確
定
者（
も

し
く
は
濃
厚
接
触
者
）は
就
労
す
る
こ
と
を

制
限
さ
れ（
就
業
制
限
）、
必
要
に
応
じ
て

感
染
症
指
定
医
療
機
関
へ
入
院
す
る
よ
う

勧
告
さ
れ
ま
す
。
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合

松
山
　
幸
弘

社
会
医
療
法
人
帰
巖
会
理
事
長

　

整
形
外
科
は
人
の
か
ら
だ
全
体
の
運
動
器

（
官
）
を
対
象
と
す
る
診
療
科
で
す
。

　

外
傷
（
け
が
）
や
病
気
障
害
に
よ
っ
て
不

具
合
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
運
動
器
（
官
）
を

治
療
し
、そ
れ
ら
の
不
具
合
を
取
り
除
き
、身

体
の
動
き
を
再
獲
得
す
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。

　

治
療
が
必
要
と
な
る
原
因
は
、ケ
ガ
や
事
故

な
ど
の
外
傷
だ
け
で
な
く
、高
齢
化
に
伴
う
変

形
や
骨
粗
し
ょ
う
症
が
基
盤
に
あ
っ
た
り
、成

人
病
や
癌
な
ど
に
起
因
す
る
場
合
、そ
の
ほ
か

に
も
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
。
特
に
、豊
後
大
野

市
で
は
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
も
あ
り
、ま
た

坂
道
な
ど
も
多
く
転
ん
で
骨
折
を
さ
れ
る

方
々
も
多
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

運
動
器
（
官
）
は
、
身
体
運
動
に
関
わ
る
、

骨
・
関
節
・
筋
肉
・
靭
帯
・
腱
・
脊
髄
・
神
経
な
ど

で
す
。
運
動
器
（
官
）
は
単
独
で
機
能
が
成

立
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
相
互
に
連
動
し
て

働
い
て
お
り
、
ど
こ
か
が
悪
く
な
る
と
身
体

の
動
き
に
影
響
が
で
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、整
形
外
科
の
治
療
は
、単
に
病
気
や
ケ

ガ
を
治
す
だ
け
で
な
く
、
運
動
機
能
を
元
に

回
復
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
運
動
機
能
が
十
分
に
回
復
で
き

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
残
さ
れ
た
機
能
や
能

力
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
時
に
は
道
具
を

利
用
し
な
が
ら
、
元
の
生
活
に
可
能
な
限
り

戻
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
役
割
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
院
で
は
、
４
月
以
降
、
骨
折
な
ど

の
整
形
外
科
疾
患
に
対
し
て
、
手
術
を
中
心

と
し
た
積
極
的
な
治
療
を
本
格
的
に
開
始
し

ま
し
た
。
例
え
ば
、
２
０
１
９
年
度
10
件/

年
、
２
０
２
０
年
度
11
件/

年
、（
２
０
２
１

年
は
常
勤
医
不
在
の
た
め
０
件
）
と
推
移
し

て
き
た
手
術
件
数
が
、
今
年
度
は
４
月
９
件
、

５
月
15
件
、
６
月
12
件
と
大
き
く
増
加
し
て

き
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
大
腿
（
太
も
も
）

や
下
腿
（
膝
か
ら
下
）
の
骨
折
の
手
術
、
股

関
節
の
人
工
関
節
入
れ
替
え
手
術
、上
腕
（
う

で
）
や
前
腕
（
肘
か
ら
手
首
ま
で
）
の
骨
折

の
手
術
な
ど
が
多
く
、
状
況
に
よ
っ
て
は
緊

急
手
術
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

設
備
の
整
っ
た
救
急
室
や
、
高
機
能
Ｃ
Ｔ

に
も
活
躍
し
て
も
ら
い
つ
つ
、
高
齢
に
な
る

ほ
ど
違
う
疾
患
を
抱
え
る
方
も
多
い
た
め
、

他
の
診
療
科
の
先
生
や
か
か
り
つ
け
の
先
生

と
も
必
要
に
応
じ
て
相
談
し
な
が
ら
手
術
や

治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
整
形
外
科

は
治
療
を
し
て
、
体
の
動
き
を
再
獲
得
し
て
、

可
能
な
限
り
元
の
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
の
で
、『
手
術
を
す
れ
ば
終

わ
り
』
で
は
な
く
、そ
の
先
の
生
活
ま
で
見
据

え
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
自
宅
に
帰
る
準

備
を
整
え
る
こ
と
も
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
の
点
、み
え
病
院
で
は
、治
療
を
行
い
な

が
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
え
る
体
制

が
整
っ
て
い
ま
す
。
急
性
期
病
棟
で
は
手
術

や
治
療
を
行
っ
た
直
後
か
ら
、
理
学
療
法

士
や
作
業
療
法
士
な
ど
の
専
門
家
が
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
よ
り
一
層
の
集
中
的
な
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
時
に
は
、

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
と
い

う
専
門
的
な
病
棟
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
退
院
し
た
後
も
外
来
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
も
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
や
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
退
院
す
る
際
の
準
備
に
も
、
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
い
う
相
談
員

が
中
心
と
な
っ
て
、
患
者
さ
ん
や
家
族
と

医
師
、看
護
師
、リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
間

の
意
見
の
す
り
合
わ
せ
を
行
い
な
が
ら
、

退
院
し
た
後
の
生
活
を
組
み
立
て
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、当
院
の
整
形
外
科
で
は
、大
分

大
学
医
学
部
や
九
州
大
学
病
院
、
臼
杵
病

院
等
か
ら
の
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
外
来
診
療
と
外

来
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
予
定
手
術
日
を
火
曜
日
と
木

曜
日
の
午
後
に
し
て
い
ま
す
が
、
緊
急
時

な
ど
に
は
可
能
な
限
り
他
の
曜
日
で
も
対

応
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

み
え
病
院
整
形
外
科
で
は
、
地
域
で
生

活
さ
れ
る
皆
様
が
、
ご
自
宅
で
近
い
場
所

で
安
心
し
て
整
形
外
科
の
治
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

整
形
外
科
医
療

整
形
外
科
医
療  

ーー  

治
療
、
そ
の
先
の
生
活
を
見
据
え
て

治
療
、
そ
の
先
の
生
活
を
見
据
え
て  

ーー

みえ病院
整形外科部長

岩崎 元気
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は
強
制
的
に
入
院
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
な
ど
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
だ

け
の
数
に
増
え
て
く
る
と
担
当
す
る
保
健

所
に
も
人
員
に
限
り
が
あ
り
更
に
は
保
健

所
職
員
が
感
染
し
た
り
濃
厚
接
触
者
と
な

る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
か
ら
勤
務
ス

タ
ッ
フ
確
保
に
は
頭
を
抱
え
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

こ
の
感
染
者
数
の
急
増
は
帰
巖
会
で
働

く
ス
タ
ッ
フ
に
お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ス
タ
ッ
フ
本
人
あ
る
い
は
同
居

の
家
族
が
市
中
感
染
と
思
わ
れ
る
感
染
が

発
生
す
る
こ
と
に
よ
り
保
健
所
の
指
導
に

よ
る
就
労
制
限
の
た
め（
も
ち
ろ
ん
感
染
拡

大
予
防
が
目
的
で
す
が
）予
定
の
勤
務
が
出

来
な
く
な
り
急
遽
勤
務
を
変
更
し
て
人
員

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た

対
処
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
７
月
22

日
付
で
濃
厚
接
触
者
の
自
宅
待
機
期
間
が

接
触
日
か
ら
７
日
間
か
ら
５
日
間
に
短
縮

さ
れ
ま
し
た
が
、
今
の
感
染
拡
大
状
況
か

ら
は
人
員
確
保
が
困
難
な
状
況
が
暫
く
は

続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

振
り
返
る
と
６
月
に
東
京
都
医
師
会
会

長
が
指
定
感
染
症
５
類
相
当
に
見
直
し
を
、

と
提
言
さ
れ
た
「
・
発
生
の
届
出
は
全
数

を
診
断
後
、
直
ち
に
行
う
。・
医
療
費
は
医

療
保
険
を
適
用
し
、
患
者
負
担
分
を
公
費

で
負
担
す
る
。・
原
則
と
し
て
入
院
勧
告
、

入
院
措
置
、
就
業
制
限
、
健
康
診
断
は
行

わ
な
い
。・
病
原
体
の
取
り
扱
い
は
「
４
種

病
原
体
等
」
と
す
る
。・
届
出
、
医
療
費
の

扱
い
以
外
は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
様
の
対
応
と
す
る
」
の
内
容
が
現
状
か

ら
考
え
る
と
妥
当
な
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
日
々
の
中
で
唯
一
心
が
癒

や
さ
れ
る
の
は
夏
休
み
に
な
っ
た
子
供
と

参
加
す
る
近
所
の
広
場
で
の
朝
の
ラ
ジ
オ

体
操
で
す
。
全
国
各
地
か
ら
中
継
さ
れ
、

そ
の
地
の
ミ
ニ
情
報
や
方
言
な
ど
織
り
込

ん
で
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
一
と
第
二

で
わ
ず
か
約
10
分
間
。
私
が
子
供
の
頃
か

ら
何
十
年
と
変
わ
ら
ぬ
夏
の
朝
を
清
々
し

く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

に
入
院
す
る
運
動
器
疾
患
の
患
者
さ
ん
の
特
徴

と
し
て
、平
均
年
齢
が
高
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
受
傷
機
転
と
し
て
は
、日
常
生
活
動
作

の
中
で
の
「
転
倒
」
や
骨
粗
鬆
症
な
ど
に
よ
る

「
い
つ
の
ま
に
か
骨
折
」
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

当
院
で
は
急
性
期
治
療
の
後
、疾
患
管
理
に

留
意
し
つ
つ
、生
活
に
密
着
し
た
練
習
を
中
心

と
す
る
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
が

あ
り
ま
す
。
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
は
、制
度
上
「
入
院
で
き
る
病
名
」「
入
院
で

き
る
期
間
」
が
あ
り
ま
す
。
運
動
器
疾
患
の

対
象
病
名
は
、大
腿
骨
、骨
盤
、脊
椎
、股
関
節

も
し
く
は
膝
関
節
の
骨
折
ま
た
は
手
術
後
の

状
態
な
ど
と
決
め
ら
れ
た
病
名
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、運
動
器
病
名
の
入
院
期
間
は
最

大
90
日
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
制
度
の

中
で
当
院
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
は
26
床
と
コ
ン
パ
ク
ト
な
規
模
で
す
が
、整

形
外
科
の
常
勤
医
師
で
あ
る
、岩
崎
元
気
医
師

の
指
示
の
も
と
、看
護
師
、セ
ラ
ピ
ス
ト
（
理
学

療
法
士・作
業
療
法
士・言
語
聴
覚
士
）、社
会
福

祉
士
、
管
理
栄
養
士
、
薬
剤
師
、
介
護
福
祉
士　

等
、
多
く
の
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
と
経
験
豊
富

な
病
棟
ス
タ
ッ
フ
の
連
携
に
よ
り
土
日
祝
日
、

年
末
年
始
も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
提
供
で

き
る
３
６
５
日
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
で
は
、退
院
後
の
生
活

を
見
据
え
て
他
職
種
共
同
に
て
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
院
の
特
徴
的
な
取

り
組
み
と
し
て
「
栄
養
リ
ハ
ビ
リ
」「
排
尿
リ

ハ
ビ
リ
」「
集
団
リ
ハ
ビ
リ
」
と
い
っ
た
３
チ
ー

ム
の
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
主
に
低
栄
養
の

リ
ス
ク
管
理・リ
ハ
ビ
リ
の
時
間
や
負
荷
が
増

加
し
た
状
況
下
で
の
適
切
な
栄
養
管
理・
筋
力

や
持
久
力
な
ど
を
よ
り
改
善
さ
せ
る
栄
養
管

理
を
目
的
と
し
た「
栄
養
リ
ハ
ビ
リ
」、退
院
後
、

社
会
参
加
（
地
域・デ
イ
ケ
ア
な
ど
）
へ
ス
ム
ー

ズ
に
環
境
適
応・引
き
こ
も
り
予
防
で
き
る
よ

う
に
入
院
時
よ
り
病
棟
で
の
他
患
者
さ
ん
と
の

社
会
的
交
流
を
目
的
と
し
た
「
集
団
リ
ハ
ビ

リ
」、患
者
さ
ん・ご
家
族
か
ら
多
く
求
め
ら
れ

る
退
院
後
の
排
泄
動
作
自
立
、介
護
負
担
の
軽

減
、尿
失
禁
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
「
排
尿
リ

ハ
ビ
リ
」
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
３

チ
ー
ム
と
も
に
月
１
回
の
話
し
合
い
や
職
員
間

と
の
情
報
共
有
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、週

１
回
、
岩
崎
元
気
医
師
と
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

（
全
患
者
さ
ん
）
や
入
院
か
ら
退
院
後
ま
で
の

取
り
組
み
で
あ
る
ご
家
族
と
の
面
談・
家
屋
調

査・自
宅
で
の
動
作
確
認・自
宅
で
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン・退
院
後
訪
問
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、代
替
手
段
の
活

用
や
感
染
予
防
を
十
分
に
配
慮
し
慎
重
に

取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

セ
ラ
ピ
ス
ト
（
理
学
療
法
士・
作
業
療
法

士・
言
語
聴
覚
士
）
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
を
行

う
時
間
は
１
日
最
大
９
単
位
＝
３
時
間
（
１

単
位
＝
20
分
）
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
平
均
提
供
単
位
６.

36
に
対
し
て
当
院

で
は
、患
者
さ
ん
1
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た

リ
ハ
ビ
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
行
い
、
体

調
不
良
等
を
除
き
、
平
均
８
．68
単
位
を
提

供
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
４
月
１
日
～
６
月
30
日
の

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
入
院

さ
れ
た
運
動
器
疾
患
の
対
象
者
41
名
（
全

体
82
％
）
の
う
ち
、当
院
手
術
後
20
名
、保

存
療
法
15
名
、他
病
院
か
ら
の
転
院
６
名
で

し
た
。
男
女
比
は
、
男
性
９
％
女
性
91
％
、

平
均
年
齢
は
82
歳
、在
宅
復
帰
率
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
を
含

み
ま
す
）
は
97
％
、平
均
入
院
期
間
は
47
日

で
し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
と
し
て
の
役
割
と
し
て
患

者
さ
ん・ご
家
族
を
中
心
に
退
院
後
を
見
据

え
て
、よ
り
実
践
的
な
自
立
（
身
体
的
、心
理

社
会
的
）
を
目
指
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
ス
タ
ッ
フ
一
同
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

み
え
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
長
　
曽
根
崎 

圭
太

整
形
外
科
疾
患（
運
動
器
疾
患
）の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

整
形
外
科
疾
患（
運
動
器
疾
患
）の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

ーー  

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
の
取
り
組
み

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
の
取
り
組
み  

ーー
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み
え
病
院
通
所
リ
ハ
ビ
リ
の
大
き
な
特
徴

①�

リ
ハ
ビ
リ（
運
動
）に
特
化
し
て
い
る
の
で
滞
在
時

間
が
短
い

②
全
員
に
個
別
リ
ハ
を
提
供
。

③
無
料
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
が
使
え
る

　

�

介
護
保
険
認
定
者
は
医
療（
病
院
）リ
ハ
ビ
リ
の
期

限
が
過
ぎ
た
場
合
、
外
来
リ
ハ
ビ
リ
の
利
用
が
出

来
ま
せ
ん
。
期
限
が
過
ぎ
た
外
来
患
者
さ
ん
の
受

け
皿
と
し
て
、
み
え
病
院
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
は
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
は
月
曜
日

～
土
曜
日
に
84
名
の
方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
方
に
お
勧
め
で
す

①
リ
ハ
ビ
リ（
運
動
）の
み
を
行
い
た
い
方

②
足
腰
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方

③
日
常
の
動
作
に
困
っ
て
い
る
方

④�

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
集
団
リ
ハ
が
苦
手

な
方

⑤�

長
時
間
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
は
体
力
的
に
不
安
が
あ

る
方

⑥
食
事
・
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
は
不
要

ご
利
用
時
の
流
れ

　

み
え
病
院
の
1
階
に
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

内
に
て
行
い
、
個
別
リ
ハ
ビ
リ
・
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
、
運
動
を
中
心
に
約
1
時

間
10
分
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
医
療
保
険
で
行

う
外
来
リ
ハ
ビ
リ
に
近
い
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

送
迎
サ
ー
ビ
ス
や
ご
家
族
の
送
迎
等
で
来
院
し
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
に
到
着
後
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、個
別
リ
ハ
ビ
リ
や
各
自
運
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

個
別
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
は
要
支
援
・
要
介
護
に
関
わ

ら
ず
、利
用
者
さ
ん
全
員
に
対
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
ス
ト
レ
ッ
チ
・

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
動
作
練
習
・
自
宅
で
の
運
動
指

導
等
、
20
分
程
度
行
い
ま
す
。
マ
シ
ン
に
つ
い
て
も
充

実
し
て
お
り
、
利
用
者
さ
ん
の
状
態
に
応
じ
て
運
動
メ

ニ
ュ
ー
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

実
績・利
用
者
感
想

　

運
動
機
能
が
改
善
し
、
生
活
に
変
化
が
見
ら
れ
た

一
例
で
す
。
利
用
時
の
取
り
組
み
や
自
宅
で
の
運
動

指
導
を
行
い
、
3
か
月
後
に
は
高
齢
者
の
生
活
機
能

や
歩
行
能
力
を
総
合
的
に
評
価
す
る
T
U
G
に
て

26
．8
秒
か
ら
14
．8
秒
と
大
幅
に
改
善
し
ま
し
た
。“
き

つ
い
、
痛
い
か
ら
動
き
た
く
な
い
”か
ら
の
悪
循
環

が
改
善
し
、
利
用
前
は
ほ
と
ん
ど
外
出
す
る
機
会
が

な
か
っ
た
利
用
者
さ
ん
が
自
分
で
歩
い
て
買
い
物
に

行
く
よ
う
に
な
る
等
の
生
活
場
面
で
の
変
化（
行
動

変
容
）が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に「
他
の
人
が

取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
見
る
と
私
も
頑
張
れ
ま
す
」。

ご
家
族
よ
り「
歩
き
ぶ
り
が
よ
く
な
っ
た
」と
多
数
お

声
を
頂
い
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
結
果
を
出
す
こ
と

に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

利
用
す
る
に
は

　

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。「
み
え
病
院
の
短
時
間
通
所
リ
ハ
を
使
い
た
い
」

言
え
ば
話
が
早
い
で
す
。
随
時
、
見
学
も
受
付
け
て

い
ま
す
。

　

み
え
病
院
で
は
無
料
の
送
迎
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
病
院
が
所
在
す

る
豊
肥
地
域
は
人
口
減
少
が
進
み
、
バ

ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
も
路
線
が
減

少
し
、
不
便
を
感
じ
る
状
況
で
す
。
ま

た
高
齢
で
運
転
免
許
を
返
納
さ
れ
た
方

や
、
家
族
が
仕
事
な
ど
で
送
迎
が
で
き

な
い
方
な
ど
交
通
手
段
の
確
保
が
困
難

な
患
者
さ
ん
の
診
察
や
リ
ハ
ビ
リ
、
透

析
な
ど
の
通
院
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

送
迎
の
範
囲
は
、
豊
後
大
野
市
内
は

も
と
よ
り
、
佐
伯
市
宇
目
、
臼
杵
市
野

津
町
、
竹
田
市
の
一
部
地
域
な
ど
、
広

範
囲
に
及
び
ま
す
。
送
迎
車
両
は
軽
自

動
車
か
ら
15
人
乗
り
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス

カ
ー
ま
で
の
11
台
（
車
い
す
対
応
車
両

4
台
）
を
使
用
し
、
地
域
の
道
路
事
情

や
患
者
さ
ん
の
人
数
に
応
じ
て
運
用
を

行
っ
て
い
ま
す
。
送
迎
は
患
者
さ
ん
の

自
宅
玄
関
先
か
ら
病
院
の
玄
関
ま
で
行

い
ま
す
。
出
来
る
限
り
診
察
時
間
に
合

わ
せ
て
お
迎
え
に
行
き
ま
す
が
、
そ
の

日
の
交
通
事
情
や
そ
の
他
の
事
情
で

多
少
時
間
が
前

後
す
る
事
が
あ

り
ま
す
。
ま
た

地
域
別
送
迎
を

行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
相
乗
り

で
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　

送
迎
の
モ
ッ
ト�

ー
は
「
安

全
・
安
心
」

で
す
。
患

者
さ
ん
が

安
心
し
て

ご
利
用
い

た
だ
け
る

よ
う
に
、

運
転
に
は

細
心
の
注

意
を
払
っ

て
い
ま
す
。�

ま
た
転
倒
等
の
起
こ
り
や
す
い
乗
降
時

に
は
、
患
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た

補
助
、
気
配
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
運

転
士
は
患
者
さ
ん
に
最
初
に
接
す
る
者

で
あ
り
、
最
後
ま
で
見
届
け
る
者
で

す
。
で
す
か
ら
、
患
者
さ
ん
の
日
々
の

変
化
を
い
ち
早
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
う
し
て
得
た
情
報
を
相
談
員

等
に
報
告
し
、情
報
の
共
有
化
を
図
り
、

早
期
に
対
応
で
き
る
体
制
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
よ
り
質
の
高
い
”
送

迎
”
を
目
標
に
運
転
士
一
同
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

病
院
送
迎
で
は
、
昨
年
か
ら
帰
巖
会

臼
杵
病
院
と
み
え
病
院
の
間
の
送
迎

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
両
病
院

の
特
徴
、
設
備
等
を
検
査
・
治
療
・
入

院
等
に
活
か
し
、
さ
ら
に
患
者
さ
ん
や

ご
家
族
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
み
え
病
院
も
し
く

は
臼
杵
病
院
の
相
談
員
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

み
え
病
院
通
所
リ
ハ
ビ
リ（
短
時
間
リ
ハ
ビ
リ
） 

　
古
本 

雅
博

介
護
保
険
で
リ
ハ
ビ
リ
継
続

介
護
保
険
で
リ
ハ
ビ
リ
継
続

　
ー
　
ー  

病
院
で
期
限
切
れ
と
言
わ
れ
た
け
ど
・
・

病
院
で
期
限
切
れ
と
言
わ
れ
た
け
ど
・
・

安
全
・
安
心
を
モ
ッ
ト
ー
に

安
全
・
安
心
を
モ
ッ
ト
ー
に

み
え
病
院
送
迎
サ
ー
ビ
ス 

　
麻
生
純
二

【利用時の流れ】

送
迎
等
で
来
院

❶個別に行うリハビリ
❷マシントレーニング
❸自主トレーニング
❹その他

体
温
・
血
圧
等

健
康
チ
ェ
ッ
ク

送
迎
等
で
帰
宅

概ね１時間少しの時間です

個別リハビリの様子 マシントレーニングの様子
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れにしようか
な」と、選ん
でいるお客さ
ん。中にはお
皿を持参しケ
ーキを求めに
くる方も。「こ
の前のケーキ
美味しかったよ」の声に「支えてくれる地域の
人々や先祖へ感謝がこみ上げる」と、平山さ
ん。小中学校の子どもたちにパティシエの楽
しさを紹介し、公民館でお菓子教室を開くな
ど繋がりは地域へ広がっていきます。新商品
に取り組み完成させた「里芋と焼酎のチョコ
バー」は地元の食材を研究した自信作です。
　駅前の道を入ると一角に「お菓子工房　紺
や」はあります。ちょっと寄り道をしてみま
せんか。� （インタビュアー　ハシモト）

　初回は平山祥三さんをご紹介します。豊後大野市三重町で
「お菓子工房　紺や」をご家族で営んでいます。それまでは会
社に勤務し定年退職後は地元でパン屋を開きたいという夢を
持っていました。そんな時、パティシエとして県外で働く娘さ
んから「自分の店を持ちたい」の一言がきっかけで明治33年に
建てられた実家をリフォーム、半年後の2009年６月にはお店
をオープンさせました。早期退職した平山さんも「娘の一助に
なれば」と思い製菓専門学校に入学し国家資格「製菓衛生師」
免許を取得しました。
　「台所に立ったこともないのにな」と、笑いますが今は早朝
から工房に立つ毎日。焼きたてのシューに力強くもなめらかな
カスタードクリームを入れるとシュークリームが完成し10時開
店を待ちます。
　オープンから今年14年目を迎えた「お菓子工房　紺や」。店

名の由来は明治から藍を扱
う染物屋「紺屋」の名を継承
しました。人々がにぎわっ
た様子は当時使われていた
お重やお椀からも感じられ
ます。店内に入ると、カウ
ンター越しに平山さん夫妻
が迎えてくれます。ショー
ケースをのぞき「今日はど

　

２
０
２
０
年
７
月
に
介
護
老
人
保
健
施

設「
泉
の
里
」
に
異
動
し
て
２
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。

　

そ
れ
ま
で
市
内
の
病
院
、
み
え
病
院
、
臼

杵
病
院
と
病
院
畑
の
中
で
仕
事
を
し
、
病
気

の
治
療
や
回
復
す
る
こ
と
を
目
標
に
看
護

を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
看
護
に
対

す
る
考
え
が
変
わ
っ
て
き
た
の
は
、
２
０
１

７
年
の
４
月
に
、
両
親
の
住
む
三
重
に
戻

り
、
み
え
病
院
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
で
し
た
。
地
域
の
人
が
困
っ
た
時
の

か
か
り
つ
け
病
院
、
地
域
に
根
づ
い
た
病
院

と
し
て
の
機
能
を
充
実
さ
せ
る
べ
く
取
り

組
ん
で
い
る「
み
え
病
院
」
で
、
患
者
さ
ん

の
病
気
が
回
復
し
、
戻
る
先
の「
生
活
」
が

重
要
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
老
人
保
健
施
設「
泉
の
里
」
に
異

動
し
ま
し
た
。
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
介

護
を
受
け
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
在
宅

復
帰
を
目
指
す
施
設
で
す
。
や
は
り
、
そ
の

先
に
は「
生
活
」
が
あ
る
こ
と
は
同
じ
で
す
。

　
「
泉
の
里
」
に
は
、
要
介
護
認
定（
要
介
護

1
～
5
）を
受
け
た
方
で
、
病
状
が
安
定
し

て
い
て
入
院
治
療
の
必
要
が
な
く
な
り
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
要
と
さ
れ
る
方

が
対
象
に
な
り
ま
す
。
最
近
の
特
徴
と
し

て
、
高
齢
者
、
複
数
の
疾
患
を
抱
え
て
い
る

方
、
認
知
症
の
方
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。
泉

の
里
に
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
20
床
、
多
床

室
28
床
、
短
期
入
所
生
活（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
）10
床
あ
り
、
ほ
ぼ
満
床
の
状
態
で
対
応

し
て
い
ま
す
。
医
師
で
あ
る
施
設
長
、看
護
、

介
護
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
栄
養
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
が
多
職
種
協
働

で
、
利
用
者
・
家
族
が
安
心
し
て
自
立
し
た

生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
施

設
で
す
。
様
々
な
専
門
知
識
・
技
術
を
持
っ

た
ス
タ
ッ
フ
が
チ
ー
ム
で
利
用
者
の
生
活

を
支
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
私
た
ち
が
大
切
に
し
て
い
る

の
は
、
今
ま
で
生
き
て
き
た
入
所
者
の
尊
厳

を
大
切
に
し
、
そ
の
人
ら
し
く
過
ご
せ
る
施

設
で
あ
る
こ
と
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
第
７
派
に
入
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
、
発
症
か
ら
３
回
目
の
夏

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
、
感
染
症
の

蔓
延
で
、
入
所
者
の
生
活
様
式
も
大
き
く
変

わ
り
、翻
弄
さ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
外
出
・

外
泊
や
面
会
が
制
限
さ
れ
る
中
、
孤
独
感
を

抱
え
た
ま
ま
過
ご
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

リ
モ
ー
ト
面
会
も
早
期
よ
り
開
始
し
て
い

ま
す
。
感
染
が
落
ち
着
い
た
と
き
に
は
、
感

染
対
策
を
と
っ
た
う
え
で
対
面
の
面
会
も

行
い
ま
し
た
。
早
く
感
染
が
お
さ
ま
り
、
以

前
の
よ
う
に
、
家
族
の
も
と
へ
の
外
泊
、
外

出
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
今
ま
で
大
切
に

し
て
い
た
そ
の
人
ら
し
く
過
ご
す
時
間
が

戻
れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
回
復
の
見
込
み
の
厳
し
い

方
の
見
取
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
人

の
残
さ
れ
た
時
間
が
さ
み
し
く
な
い
よ
う

に
、
見
取
り
に
限
っ
て
は
、
P
C
R
の
検
査

を
行
い
、
感
染
対
策
を
行
っ
た
う
え
で
面
会

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
人

の
尊
厳
を
大
切
に
し
た
い
か
ら
で
す
。

　

今
後
も
、
そ
の
人
ら
し
く
あ
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
、
施
設
長
を
は
じ
め
、
多
職

種
チ
ー
ム
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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介
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傾
山
ふ
も
と
に
広
が
る
国
有
林
か

ら
多
量
の
木
材
を
搬
出
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、国
有
林
生
産
事
業
の
一

環
と
し
て
、森
林
鉄
道
の
軌
道
橋
が
作

ら
れ
た
。
こ
れ
が
轟
橋
で
あ
る
。

　

伐
採
し
た
材
木
を
貨
車
に
載
せ
牧

口
駅（
豊
後
清
川
駅
）迄
運
ぶ
も
の
で

総
延
長
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。そ
の
中
間

程
に
は
９
万
年
前
の
阿
蘇
山
大
噴
火

で
生
じ
た
険
し
い
谷
が
形
成
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
奥
嶽
川
を
渡
る
た
め
、
昭

和
９
年（
１
９
３
４
年
）長
さ
68
・
５

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
25
メ
ー
ト
ル
、
右
岸

側
32
・
１
メ
ー
ト
ル
、
左
岸
側
26
・
２

メ
ー
ト
ル

の
２
連
の

ア
ー
チ
橋

が
で
き
た
。

ア
ー
チ
の

石
橋
と
し

て
は
32
・１

メ
ー
ト
ル

は
日
本
一

の
径
間

で
あ
る
。

　

牧
口

駅
貯
木

場
迄
木

材
を
運

ん
だ
戻

り
の
ト

ロ
ッ
コ

に
は 

、

従
業
員
の
家
族
や
生
活
物
資
も
積
ま

れ
、時
に
は
救
急
往
診
の
医
師
の
車
代

わ
り
に
利
用
さ
れ
た
と
言
う
。昭
和
30

年
に
は
こ
の
鉄
道
は
廃
止
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、清
川
村
に
無
償
で
払
い
下

げ
ら
れ
道
幅
を
広
め
て
車
が
通
れ
る

様
に
な
っ
た
。

　

す
ぐ
下
流
に
あ
る
出
会
橋
は
径
間

29
・
３
メ
ー
ト
ル
、
日
本
２
位
の
橋
で

あ
る
。
こ
の
橋
は
大
正
13
年
に
轟
・
平

石
地
域
の
人
々
に
よ
り
、往
来
の
た
め

に
架
け
ら
れ
た
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
大
正
11
年
に
豊

肥
線
牧
口
駅
が
開
業
し
た
事
が
き
っ

か
け
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
轟
地
域
の
人
々
が
最
短
距
離
で
牧
口

駅
に
行
く
た
め
）ま
た
、
こ
の
橋
の

ア
ー
チ
は
長
短
交
互
二
段
積
に
な
っ
て

お
り
、
別
名
ジ
ャ
ン
コ
巻
と
呼
ば
れ
、

大
分
県
内
で
残
さ
れ
た
石
橋
の
中
で

は
他
に
例
が
な
い
と
言
う
。

日
本
一
の
轟
と
ど
ろ

橋
・二位

の
出で

会あ
い

橋

豊
後
大
野
市
ジ
オ
ガ
イ
ド
　
　
　
　
　

　
後
藤
　
宕ひ
ろ

子こ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
は
一
向
に
鎮
静
化

の
気
配
は
な
い
が
、
多
く
が
飽
い
て
き
た
よ

う
で
、
ニ
ュ
ー
ス
の
主
役
を
下
り
た
感
さ
え

漂
う
。
兎
角
世
論
は
冷
た
い
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
埋
め
る
か
の
よ
う
に
、
７
月
に
入
っ

て
か
ら
、
目
を
引
く
出
来
事
が
相
次
い
で
起

こ
っ
て
い
る
。
２
日
の
土
曜
日
突
然
携
帯
電

話
が
不
通
に
、
K
D
D
I
の
a
u
は
5
日
ま

で
、
実
に
４
日
間
繋
が
ら
な
い
事
態
と
な
っ

た
。
会
社
は
無
感
情
に
頭
を
下
げ
る
ば
か
り

で
、
社
会
的
責
任
と
か
復
旧
へ
の
必
死
さ
と

か
は
殆
ど
感
じ
ら
れ
ず
、
正
味
腹
立
た
し

か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
も
第
7
波
が
襲
来
、
マ
ス

ク
は
熱
中
症
対
策
で
外
す
方
が
良
い
、
黙
食

不
要
、
入
国
時
検
疫
は
簡
便
に
、
旅
行
に
補

助
金
出
す
と
か
一
気
に
緩
和
策
を
打
ち
出
し

た
途
端
に
、
こ
の
有
様
。「
適
切
な
感
染
対
策

で
、
罹
ら
な
い
よ
う
に
各
自
注
意
し
て
く
だ

さ
い
」等
と
フ
ザ
ケ
タ
こ
と
は
言
わ
ず
、
専

門
家
会
議
と
か
政
府
は
国
民
が
そ
れ
な
り
に

納
得
で
き
る
合
理
的
説
明
を
す
べ
し
と
憤
る

の
は
私
だ
け
か
？「
気
象
観
測
開
始
以
来
最

速
の
梅
雨
明
け
」、
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
起
因
の
太

平
洋
高
気
圧
と
チ
ベ
ッ
ト
高
気
圧
で
容
易
に

こ
の
高
温
は
解
消
し
な
い
と
気
象
予
報
士
の

お
姉
さ
ん
が
熱
弁
を
振
る
い
、
干
上
が
り
か

け
た
四
国
の
早
明
浦
ダ
ム
を
引
き
合
い
に
、

水
不
足
が
心
配
と
発
表
し
た
途
端
に
、
梅
雨

前
線
が
復
活
、
大
雨
が
降
り
続
く
。
お
天
気

な
の
で
仕
方
な
い
と
は
い
え
、
責
任
者
は
い

な
い
の
か
と
心
配
に
な
る
。
８
日
に
は
安
倍

前
首
相
狙
撃
と
い
う「
大
事
件
」が
発
生
し
た
。

私
見
は
差
し
控
え
る
が
、
あ
の
統
一
教
会
が

ま
だ
活
動
し
て
い
て
、
多
く
の
教
会
推
薦
の

国
会
議
員
が
存
在
す
る
こ
と
に
は
改
め
て
驚

く
と
同
時
に
呆
れ
る
。

こ
れ
ら
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
ニ
ュ
ー
ス
が
相

次
ぐ
中
、
唯
一
痛
快
で
あ
っ
た
の
は
、
原
発

事
故
に
関
し
て
、
東
電
旧
経
営
陣
4
人
の
民

事
責
任
を
認
定
し
13
兆
3
2
1
0
万
円
の
損

害
賠
償
を
命
じ
た
7
月
14
日
の
東
京
地
裁
判

決
だ
。「
勝
俣
等
旧
経
営
陣
は
…
安
全
意
識
や

責
任
感
が
根
本
か
ら
欠
如
し
て
い
た
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
」と
断
じ
た
。
判
決
後
、
株

主
と
し
て
原
告
に
参
加
し
た
私
と
同
世
代
と

思
わ
れ
る
白
髪
の
女
性
曰
く「
危
機
回
避
へ

の
強
い
責
任
感
と
覚
悟
の
な
い
人
間
は
取
締

役
な
ど
に
は
な
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
」。
蓋
し
名
言
で
あ
る
。
K
D
D
I

の
取
締
役
等
は
言
う
に
及
ば
な
い
が
、
公
共

性
を
担
う
事
業
の
大
半
に
共
通
す
る
こ
と
か

も
し
れ
な
い
。
医
療
事
業
経
営
も
決
し
て
例

外
で
は
な
い
。

（ 

帰
巖
会
副
理
事
長　

榎
本　

祥
文 

）

『釜山亭三重店』です！
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